
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路実現に向けて」 

 

教頭 伊藤 敏博 

長い冬も終わり、心が軽くなる暖かい風が吹く季節になり、ようやく春の訪れを

実感できるようになりました。卒業・進級おめでとうございます。 

 本校の高等部３年生１７名は、それぞれの進路を実現するために将来に向かって

一生懸命努力してきました。そして、今まで歩んできた３年間の思い出を胸に、巣

立っていきました。４月からは社会人として、それぞれの進路先で活躍してほしい

と願っています。 

 

  さて、本校では「地域の一員として、一人一人が輝き、進んで社会参加できる児

童生徒の育成」を学校教育目標に、自立と社会参加を目指しています。 

今年度初めて、小学部高学年が中学部・高等部の作業学習の様子を見学する機会を

設定し、作業学習に取り組むことの大切さを知りました。中学部では「職業教育改

善会議」で作業学習の取組の様子を発表したり、高等部の実習報告会の様子を参観

したりして、作業学習について振り返ることができました。高等部では卒業生を招

いて「先輩と語る会」を実施し、卒業後の生活を身近にイメージすることができま

した。    

 

  このように、本校では社会に巣立つための様々な学習に取り組んでいます。自立

と社会参加を実現するためには、小学部や中学部の早い段階から保護者の皆様に関

心をもっていただくことが大切です。子どもの将来を見据え、どのような環境が良

いのかなど、本人が実際に経験するとともに、保護者の皆様にも事業所見学などを

通して一緒に考えていければと思います。 

  本校の進路指導部でも、新規事業所の開拓、学部の状況に応じた進路だよりの発

行や保護者向けの進路研修会などにも力を入れています。これからも教職員一同、

児童生徒一人一人に適した進路実現のため、力を尽くしてまいりますので、保護者

の皆様には引き続きご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

天王みどり学園 進路指導部 
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第２回わくわくサークル（青年学級） 

 

 

 

 

就職（一般就労）＜働き方：入社時の勤務時間と作業内容など＞ 

○医療・福祉【２名】 

・病院調理員＜週３０時間＞調理補助、下処理、盛付け、食器洗浄 

・介護施設調理員＜週２２、５時間＞調理補助、食器洗浄、清掃 

○小売業【１名】 

・小売店青果部門＜週２０時間＞パック詰め、値付け、品出し 

○リサイクル業【１名】 

・空き瓶や空き缶選別作業＜週３０時間（雇用期限あり）、試用期間１ヶ月＞ 

 

福祉サービス利用【日中活動に関する利用サービスを掲載】 

○就労継続支援Ａ型 【０名】 

○就労移行支援   【０名】 

○就労継続支援Ｂ型 【７名】 
潟上天王つくし苑、潟上ひまわりの里、スクラム、就労支援センターこまち、白樺 

○生活介護      【５名】（うち１名は入所施設を利用） 

潟上天王つくし苑、中野つくし苑、小又の里 

○その他のサービス  【０名】 

その他 

○地域活動支援センター【１名】 

・指定相談支援事業所クローバー（地域活動支援センターⅠ型事業） 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、例年通りの活動ができませんでした。今年度は、

２回の実施でしたが、来年度も、沢山の卒業生や家族の方、親睦を深めたり、汗をかいたりと、楽

しい時間を過ごす場として、活動を計画していきます。 

２月２０日（土）に第２回わくわくサークルを

実施しました。今回は、ボッチャ競技とバドミン

トンを行いました。今回も、卒業生や家族の方、

在校生（本校３年生）等、沢山の参加者が集まり、

大いに盛り上がりました。 

ボッチャ競技では、ミラクルショットがたくさ

ん見られ、目が離せない試合展開となりました。

バドミントンでは、各チームの代表者が出場し、

チームの優勝に向け、１点を争う攻防やラリーを

繰り広げました。 

競技だけでなく、卒業生や保護者同士の親睦も

深めることができた楽しい時間となりました。 

＊現在相談中のものもあります。 


